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PRML*を購入

2003

アクチュアリー会正会員に

ウォータールー大学に留学

2008

2009

* Pattern Recognition and Machine Learning (Bishop)

2010

Twitter開始

2012

Tokyo.Rの飲み会でDeep Learningが凄いという話を聞く

2015

シンガポールアクチュアリー会のイベントに参加

自己紹介（但し、AI関連のみ）

2023

生成AIサーベイを企画

2018

国際アクチュアリー会の活動に参画（ERM、教育）

自分の出来事

世界の出来事

画像認識コンペでSuperVisionが圧勝

日本版Twitterが誕生

ChatGPTが誕生

第5世代のアクチュアリーという概念が登場

IAAシラバスにニューラルネットが追加

2022

ChatGPT利用開始
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2024

AIタスクフォース委員

国際アクチュアリー会でAIタスクフォース発足



https://money.usnews.com/careers/best-jobs/rankings/the-100-best-jobs
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アクチュアリーの歴史

国際アクチュアリー会のAIタスクフォース

１

２
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アクチュアリーの将来とAI３



Actuarial science, at the time of its birth in the 17th century, was exclusively devoted to problems of life 

assurance: the correct evaluation of premium for annuities, pure endowments and whole life assurances. It was 

soon recognized that actuarial techniques were also needed for calculating reserves in order to ensure the sound 

financial management of organizations offering such services.

（仮訳）

17世紀に誕生したアクチュアリアル・サイエンスは、もっぱら生命保険に関する問題、すなわち年金保険、生存保

険、終身保険などの保険料を正しく評価することに専念していた。やがて、このようなサービスを提供する組織の

健全な財務管理を保証するため、責任準備金の計算にもアクチュアリアルな技術が必要であることが認識され

るようになった。

Bühlmann H. Actuaries of the Third Kind? ASTIN Bulletin. 1989
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単純な保険料計算の例

• 被保険者が1年間に死亡する確率：0.01

• 保険金額：100万円

• 割引率：考慮しない（簡略化のため）

この場合、1年間の保険料（純保険料）は、保険料 = 死亡率 × 保険金額

保険料=0.01×1,000,000=10,000円

被保険者

保険会社

保険料 保険金



In this century — and in this development ASTIN has certainly played an essential role — actuaries have 

succeeded in getting their methods applied to non-life insurance also. This enlargement of actuarial activities 

was accompanied by the emergence of a new actuary, whom I might call the Actuary of the Second Kind. 

Contrary to his colleague of the First Kind in life assurance, whose methods were essentially deterministic, he 

had to master the skills of probabilistic thinking. IAA has to be congratulated on the fact that it managed to keep 

these two kinds of actuaries with such different philosphical bases, together under one roof. We all know how 

productive the interactions between life and non-life actuaries have proved to be.

（仮訳）

今世紀、アクチュアリーはその手法を損害保険にも適用することに成功した。そして、この発展においてASTINは

重要な役割を果たした。アクチュアリーの活動の拡大は、第二種のアクチュアリーと呼ぶべき新しいアクチュアリー

の出現を伴っていた。第一種のアクチュアリーと呼ばれる生命保険会社の同僚は、その手法が基本的に決定論

的であったのとは対照的に、彼は確率論的思考のスキルを習得しなければならなかった。IAAは、このように哲学

的基盤の異なる2種類のアクチュアリーを、1つの屋根の下にまとめることができたという事実について、祝福され

なければならない。生保アクチュアリーと損保アクチュアリーの交流がいかに生産的であったかは、周知の通りで

ある。

Bühlmann H. Actuaries of the Third Kind? ASTIN Bulletin. 1989
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N個の1年定期の死亡保険のポートフォリオを考える。契約年齢は70歳、 𝑞70は以下の独立同一分布に

従うと仮定

𝑞70 = ቐ
0.022 𝑤𝑖𝑡ℎ 確率 0.25
0.025 𝑤𝑖𝑡ℎ 確率 0.50
0.028 𝑤𝑖𝑡ℎ 確率 0.25

𝐷(𝑁): 1年間の死亡者数とすると、

𝑉 𝐷 𝑁 = 𝑉 𝐸 𝐷 𝑁 𝑞70 + 𝐸 𝑉 𝐷 𝑁 𝑞70 = 4.5 × 10−6𝑁2 + 0.0243705𝑁

lim
𝑁→∞

𝑉[𝐷(𝑁)]

𝑁
= 0.002121

単純な保険料計算の例（再掲）

• 被保険者が1年間に死亡する確率：0.01

• 保険金額：100万円

• 割引率：考慮しない（簡略化のため）



• First Kind (the deterministic model–guided life actuary)
• Second Kind (the stochastic model–oriented non-life actuary)
• Third Kind, an actuary who uses his/her technical skills not only on the liability side of the insurance 

company’s balance sheet but also on the asset side.
• Fourth Kind (the enterprise risk management–oriented actuary)
• Actuary of the Fifth (final!) Kind as a data driven and model guided, critical and socially responsible 

financial decision maker in an ever changing world governed by uncertainty.
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アクチュアリーの歴史

国際アクチュアリー会のAIタスクフォース

１

２
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Problem statement

“How to ensure an appropriate governance of the use of AI by actuaries in their work?” 
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アクチュアリーがAI規制の範囲と影響を理解するのを支援

アクチュアリーが採用するAIの原則を策定する

AIに関するガバナンス・フレームワークの開発（例：データ、モデル、実装）

ガイダンスノートの作成（バリデーション、テスト、監査、文書化など）

関連規制当局との対話を促進する（IAAのアプローチに従う）

AIタスクフォースの目的



全体セッション

• オープニング

• IAAの紹介とAIイニシアティブのSOI

• リアルワールドAI

• 深層学習とアクチュアリー専門職

• パネルディスカッション①：規制当局の視点

• パネルディスカッション②：専門職団体の対応

パラレルセッション

• プロフェッショナリズム

• 教育

• アクチュアリーの役割の変化

• ガバナンス

• イノベーション

パラレルセッション

• プロフェッショナリズム

• 教育

• アクチュアリーの役割の変化

• ガバナンス

• イノベーション

全体セッション

• ワークストリームからのフィードバックと計画

• プロフェッショナリズム

• 教育

• アクチュアリーの役割の変化

• ガバナンス

• イノベーション

4月4日（木） 4月5日（金）

午
前

午
後
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AIサミット＠シンガポール
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AIリスク評価と管理のスペシャリスト

•従来の保険領域を超えたリスク評価・管理のため

のAIシステムの開発

• リスク定量化における保険数理の専門知識とAI

のスキルを組み合わせて、金融、ヘルスケア、気候

変動リスク管理などの分野に応用する。

•複雑な領域におけるリスクを評価・軽減するAIモ

デルを設計・検証し、正確性、透明性、公平性を確

保し、 規制要件との整合性を確保する。

• AIリスク管理のフレームワークとベストプラクティス

の開発に貢献する。

AIガバナンスと倫理コンサル

• AIガバナンスフレームワークと倫理ガイドラインの

開発に貢献する。

•技術的なAI開発と倫理的配慮のギャップを埋め、

責任あるAIの展開を確保する。

•保険数理に関する専門知識を活用し、競合する利

害のバランスを取り、専門的基準を維持する。

• AIガバナンス構造の導入、AIシステムの公正性と

透明性の監査、AI関連リスクの管理について組織

に助言する。

•政策立案者、規制当局、その他の利害関係者と協

力し、AIガバナンスの政策や規制を策定する。

非伝統的な領域でのAIシステムの開発、ガバナンス、適用において、アクチュアリーがもたらすことのできる独自の価

値を生み出すには、①リスクに対する理解、②専門的・倫理基準へのコミットメント、③新たに習得したAIスキルが必要

出典： Ronald Richmanのプレゼンをもとに作成

AIサミット＠シンガポール
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I just want to say in my role we review a lot of filings for the states that have advanced statistical models in 
them and what we're seeing is more and more of the modeling teams are composed of just data scientists 
and not actuaries. Actuaries really need to sharpen up their data science skills and emphasize with regulators 
that they have professional standards that data scientists don't have. I can't think of a single organization in 
the US that data scientists belong to where they have professional standards. Literally, after six months of an 
online course, you can call yourself a data scientist, which is not true of an actuary. So, I think you have to 
constantly reinforce with regulators the importance of our professional standards, but not only that, we also 
have the subject matter knowledge that data scientists often don't have. We really have to work much 
harder to make actuaries a part of every equation in that regard.

私の職務上、先進的な統計モデルを導入している州の申請書を数多くレビューしていますが、その中で目に

するのは、アクチュアリーではなくデータサイエンティストだけで構成されたモデリングチームが増えていると

いうことです。アクチュアリーはデータサイエンスのスキルを磨き、データサイエンティストにはない専門的な基

準があることを規制当局に強調する必要があります。データサイエンティストが所属する組織で、専門的な基

準を持っているところはアメリカには1つもありません。文字通り、オンラインコースを6ヶ月受講すれば、データ

サイエンティストを名乗ることができます。ですから、規制当局に対して、私たちの専門的基準の重要性を常

に強調する必要があると思います。それだけでなく、私たちにはデータサイエンティストにはない専門的知識

もあります。アクチュアリーがすべての方程式に含まれるように、私たちはもっと努力しなければなりません。

Dorothy 
Andrews 

(NAIC) 

Big data and the role of 
actuaries

Big data and algorithms in 
actuarial modeling and 

consumer impact

An actuarial view of 
correlation and causation

Discrimination: 
Considerations 

for Machine 
Learning, AI 
models, and 

underlying data

2018年 2023年2022年2021年

アクチュアリーの役割 顧客への影響 相関と因果 差別

※American Academy of ActuariesのData Science and Analytics Committeeの公表物の変遷

AIサミット＠シンガポール
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Another suggestion is that regulators and the society could work together on something because from my 
experience over the last couple of years working with the industry, when we collaborate on governance 
guidance, although it may seem like a normal standard, only when we work together towards the same goal 
do we achieve a better understanding of each other. That's my suggestion.

もう一つの提案として、規制当局と業界団体が何かで協力することができるかもしれません。私の経験から言

うと、業界と共に過ごした過去数年間で、ガバナンスガイダンスについて協力する際、それが通常の基準であ

ると思われるかもしれませんが、共通の目標に向かって一緒に作業するときだけ、お互いの理解が深まると感

じています。それが私の提案です。

Dr Li 
Xuchun
(MAS) 

出典：Monetary Authority of Singapore

• 2022年2月4日、シンガポール金融管理局（MAS）は、金融機関によるAIの責任

ある使用を指導する公平性、倫理、説明責任、透明性（FEAT）の原則に関する評

価方法論を詳細に説明した5つのホワイトペーパーをリリース。

• ホワイトペーパーは、27の業界プレイヤーからなるVeritasコンソーシアムによって

公開された。コンソーシアムはまた、金融機関が公平性評価方法論を採用するの

を支援するためのオープンソースのツールキットもリリース。

• 金融機関向けのFEATチェックリスト、これはデータ分析システムの公平性、個人

属性の識別、偏見の特定に焦点を当てた公平性評価方法論、倫理と説明責任の

定量的測定を提供する新しい評価フレームワーク、そして機械学習モデルの予測

の透明性を確定するための新しい透明性評価方法論を含む。

AIサミット＠シンガポール
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• あなたはリスク管理部門で働くアクチュアリーです。

• 最近の新聞報道で、競合他社がアンダーライティングにAIを活用するという記事が掲載されました。

• 引受査定部門の担当役員は、自社の引受査定にAIを活用するよう指示を出しています。

• アクチュアリーとしての所見を述べよ。

• ロジスティック回帰を採用

• 縦軸は女性のしきい値、横軸は男性のしきい値

• 白いラインは、偽陰性率比を表す

• ♦の部分がBalanced Accuracyが最も高いしきい値

の組み合わせだが、偽陰性率は1.2を超える

• 偽陰性率比が0.8から1.2の範囲内、かつBalanced 

Accuracyが最も高くなるのが★の部分

出典：Monetary Authority of Singapore

（参考）ERM専門講座「AIとリスク管理」で取り上げたケーススタディ
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横断的な規制（Horizontal regulation）

AI法が2024年3月13日に合意

• 人間の監視を守ることを目的とし、基本的権利の評価を導入

• 全体的な技術文書と反復的なリスク管理プロセス

• AIシステムの分類、リスクに基づく規制の枠組み

禁止
（Prohibited）

ハイリスク
(High risk)

一般的な目的
(General purpose)

限定リスク
(Limited risk)

生命保険

AIサミット＠シンガポール



アクチュアリーの歴史
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アクチュアリーの将来とAI３



• 敵対的攻撃とは、機械学習モデルへの入力を意図的に操作し、高い信頼性で不正な出力を

生成させる手法。

• 自動運転は、交通標識を操作してAIシステムを欺くなど、敵対的な攻撃を受けやすい。これに

より、自動車が予測不可能な行動をとり、人命を危険にさらす可能性がある。攻撃者がこうし

た脆弱性を悪用し、交通事故だけでなく破壊的な目的で利用することが懸念される。

Source: Attacking machine learning with 
adversarial examples on Open AI website

敵対的攻撃

セキュリティ：機械学習、特にニューラルネットワークは、敵対的入力により誤判断を生じる可能性があり、

敵対的攻撃や情報漏洩に対して脆弱であると言われている。

19

AI関連のリスク



情報漏洩

出典：Use of LLMs for Illicit Purposes: Threats, Prevention Measures, and Vulnerabilities 20

AI関連のリスク



• 保険会社レモネードは、AIシステムで保険金請求を自動的に拒否できると主張し反発を受ける

• ユーザーが保険金を請求する際、ユーザーはスマホで動画を撮影し、何が起こったかを説明。

• レモネード社のAIは、これらのビデオを慎重に分析し、不正の兆候を探る。

• 2017年第1四半期の損害率：368％ ⇒ 2021年第1四半期の損害率：71％

• レモネード社は上記の内容をツイート

• これらのツイートは、障害者コミュニティのメンバーから即座に反発を招き、AIシステムが動画に

基づいて詐欺を判断することができるのか疑問視する声や、より多くの請求を完全に拒否するこ

とで会社の経費削減に貢献したシステムを宣伝することの合法性を疑問視する声が上がった。

倫理

倫理：機械学習やニューラルネットワークは、学習データに含まれるバイアスを学習してしまい、差別的な

予測や倫理的問題のあるアウトプットを生成することがある。
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AI関連のリスク



• 平均モデル実行時間: 実行時間のしきい値は、アルゴリズムの「内

部」で何かが変わったかどうかを判断するのに役立つ。

• Accuracyに関するモデルの指標: もし偽陽性の数がしきい値を超え

て変わるか、またはAccuracyが元の数値の +/- 以上に変わる場合、

これはモデルがドリフトした可能性がある信号となりうる。

• アンバランスまたは新しいクラスを示すデータ指標: もしデータがモデ

ルの訓練データと大きく異なる場合、調整する必要があるかもしれな

い。

品質：ドリフトは、モデルの性能に悪影響を及ぼし、アルゴリズムで不適切な差別を引き起こす可能性が

ある。モデルのドリフトを検出するための最良の方法は、アルゴリズムを監視すること。これは、モデルのメ

トリクスに閾値を設定することで実現できる。

AI関連のリスク



品質：ChatGPTの性能は突然大きく変化することがある。

出典：How is ChatGPT's behavior changing over time?
23

AI関連のリスク



24

AI関連のリスク

• 英国のエネルギー会社のCEOが、ドイツの親会社のCEOとして振る舞う犯罪者からの電

話を受け、ハンガリーのサプライヤーへ資金を送るよう指示され、約2600万円を送金して

しまった事件があった。

• 犯罪者は、罰金を避けるために1時間以内に送金するよう指示。

• AIベースのソフトウェアを使って親会社のCEOのアクセントを完全に模倣し、巧妙に大金

をだまし取った。

• 音声合成は、約30秒の音声サンプルがあれば可能とされている（2023年時点）。

振り込め
詐欺

社会：ディープラーニング技術を使ったフェイクビデオなどは、元の画像や映像から人物や場面を変更し、

または組み合わせることで、悪用されるリスクがある。

• Criminals are now able to clone a person’s voice from as little as three 

seconds of audio. (Starling Bank, 2024/9/18)



生成AI利用に関する就労者調査
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LLM as information transformers

入力 情報変換 出力

非構造化データ
(引受査定, 保険金, コール

センター等)

構造化データ
(アクチュアリー)

過去の経験から人間が学習

大規模データで学習したLLM

人間によって設計されたプログラム
やシステム

非構造化データ

構造化データ
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• Input and/or output are of different modalities (e.g. text-to-image, image-to-text)



LLM as information transformers

27Source: The Dawn of LMMs: Preliminary Explorations with GPT-4V(ision) 



Source: 金融機関における生成AIの開発・利用に関するガイドライン

Opportunities of GenAI

28

Level 1

Level 2

Level 3

• 社内で生成AIを個々人が活用
• メール案の作成、簡単なプログ

ラミング、議事録等

• RAGの仕組みで社内情報を
取り込んで、特定分野のアプリ
ケーションを構築

• 社内文章（稟議書など）案の
作成、営業支援等

• 社外のお客様に生成AIを
使ったサービス提供



Opportunities of GenAI: Level 1

Source: Sumitomo Life 29

• 社内で生成AIを個々人が活用



Opportunities of GenAI: Level 2

• RAG は、LLMへの入力に、関連する情報を
追加することで、出力の品質や精度を高め
る技術

• 例えば、金融の最新トレンドに関するレポート
をAIに生成させる際には、RAG を利用して
大量の市場状況や過去のトレンド分析結果
等の情報を与え、それらを整理させ分かりや
すい形でレポートを生成することができる

Source: 金融生成AI実務ハンドブック
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RAG (Retrieval-Augmented Generation)

社内情報

User LLM検索シ
ステム

1．質問

2．問合せ回答に必
要な情報を検索 3．質問に関連する

社内データ

4．質問に関連する
データ＋質問

5．回答



Opportunities of GenAI: Level 3

Source: Sumitomo Life

• Vitalityデータを用いて2023年に疾病リス

クモデルを構築。Vitalityデータには、日々

の歩数も含まれる。

• 糖尿病、脳卒中、心血管疾患、腎疾患、がん

のリスクを予測することができる。

• 総合健康スコアは週次で変更。

• 機械学習とアクチュアリアル・サイエンスを融

合。

• 「健康になるためのヒケツ」はロジックベー

スで作成。この部分に生成AIを用いると、よ

りパーソナライズされたコメントを表示できる

かもしれない。
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金融機関におけるAI原則対応状況

Source: Results of FDUA member survey 32



「モデル・リスク管理に関する原則」（金融庁）におけるThe Three Lines of Defense

• 「モデル」とは、定量的な手法（複数の定量的な手法によって構成される手法を含む。）であって、理論や仮定に

基づきインプットデータを処理し、アウトプット（推定値、予測値、スコア、分類等）を出力するものをいう。モデルに

は、インプット又はアウトプットの全体又は部分が定性的なものや、インプットが専門的判断に基づくものも含まれ

る。

• 「モデル・リスク」とは、モデルの誤り又は不適切な使用に基づく意思決定によって悪影響が生じるリスクをいう。

• 健全なモデル・リスク管理の鍵は、実効的なけん制が行われるための態勢を構築することにある。

• 第１の防衛線（第１線）：モデルを所管する又はモデルの開発・使用に直接 関係する部門・個人で構成され

る（モデル・オーナー、モデル開発者、モデル使用者等）

• 第２の防衛線（第２線）：第１線に対するけん制を通じてモデル・リスクを管理する部門・個人で構成され、モ

デル・リスク管理態勢の維持、規程等の遵守状況及びモデル・リスク全体に対する独立した立場からの監視、

モデルの独立検証等の役割を担う。

• 第３の防衛線（第３線）：内部監査部門で構成され、金融機関のモデル・リスク管理態勢の全体的な有効性

を評価する。
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Three Lines of Defenseでのアクチュアリーの役割
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リスクシナリオの生成

### 経済的なシナリオ
1. 日本の経済成長率の鈍化
2. 日銀の金融政策変更（例：ゼロ金利政策の解除）
3. 円安または円高の急激な進行
4. 日本株式市場の大幅下落
5. 外国為替市場の乱高下
6. 世界的な金融危機の発生
7. 不動産市場のバブル崩壊
8. 長期金利の急上昇
9. 物価上昇によるインフレ加速
10. 短期金利と長期金利の逆転（逆イールドカーブ）

### 社会的なシナリオ
11. 日本の人口減少の加速
12. 平均寿命の予想外の延び
13. 都市部への人口集中による地方の過疎化
14. 高齢者の労働市場への再参入
15. 世帯構成の変化（単身世帯の増加）
16. 結婚率のさらなる低下
17. 外国人労働者の増加
18. 少子化の加速
19. 介護需要の急増
20. 出生率の予想以上の低下

### 技術的なシナリオ
21. AIの進展による業務の自動化
22. サイバー攻撃による顧客データ流出
23. 健康診断や遺伝子検査技術の進展
24. テレワークの普及による労働環境の変化
25. 保険契約のオンライン化の加速
26. ブロックチェーン技術の保険業界への応用
27. IoTデバイスを活用した健康管理サービスの普及
28. FinTech企業の台頭
29. バイオテクノロジーの進展による疾病予防の変革
30. モバイルアプリによる保険商品の販売増加

### 環境的なシナリオ
31. 大規模な自然災害（地震、台風、洪水など）
32. 気候変動による保険金支払いの増加
33. 異常気象の頻発化
34. 自然災害によるインフラの被害
35. 環境規制の強化（例：脱炭素社会への転換）
36. 環境負荷低減に向けた企業の取り組み強化
37. 自然環境の劣化による観光産業の衰退
38. 持続可能な投資（ESG投資）へのシフト
39. 食料供給問題の深刻化
40. エネルギー資源の枯渇によるコスト増

### 法規制のシナリオ
41. 消費者保護規制の強化
42. 保険業法の改正
43. 外国為替および外国貿易法（外為法）の改正
44. 保険販売に関するガイドラインの厳格化
45. ソルベンシー規制の強化
46. 個人情報保護法の改正
47. 消費税率の引き上げ
48. 企業の社会的責任（CSR）に関する規制強化
49. サステナビリティ報告に関する規制の新設
50. デジタル通貨の普及とその法的対応

### 国際的なシナリオ
51. 米中貿易戦争の激化
52. ヨーロッパの金融不安
53. アジア地域での政治的緊張
54. グローバル・パンデミックの発生
55. 英国のEU離脱に伴う金融市場の変動
56. 地政学的リスクの高まり（例：中東情勢の不安定化）
57. 新興国市場の急激な変動
58. 国際金利環境の変動
59. 各国の経済制裁の強化
60. 国際的な保険規制の調整（例：IAISの活動）

### 顧客行動の変化に関するシナリオ
61. 保険離れの進行
62. 保険契約者のライフスタイル変化
63. 若年層の保険加入率の低下
64. セルフケアや予防医療への関心の高まり
65. 資産運用型保険商品の人気上昇
66. サステナビリティに対する意識の高まり
67. ペット保険や新興保険商品の需要増加
68. 伝統的な販売チャネルの衰退
69. 顧客の情報リテラシーの向上
70. 価格競争による商品差別化の難化

### 組織の変化に関するシナリオ
71. 業界再編（M&Aの増加）
72. コスト削減圧力の強化
73. 企業文化の変革（例：DXの推進）
74. 人材不足による業務効率の低下
75. 女性管理職比率の向上
76. 企業のガバナンス改革
77. ワークライフバランスに対する意識の高まり
78. 社内コンプライアンス体制の強化
79. イノベーションへの投資の増加
80. 国内外の拠点再編

### 商品やサービスの変化に関するシナリオ
81. 健康増進型保険の普及
82. 超高齢社会向け保険商品の開発
83. リスク細分化保険の拡大
84. デジタルヘルスの台頭
85. 短期保険商品へのシフト
86. 共済・協同組合系商品のシェア拡大
87. 生活支援サービスの併設
88. キャッシュレス決済サービスの導入
89. サブスクリプション型保険商品の登場
90. 再保険市場の変動

### その他のシナリオ
91. 社会保障制度の改革
92. 金融リテラシー教育の普及
93. 新しい疾病の出現と流行
94. 生保業界への外部からの新規参入
95. 経済圏の統合による取引コストの低下
96. 外国投資家による日本市場の注目度の変化
97. 株主からの配当要求の高まり
98. テロや治安悪化によるリスクの顕在化
99. デジタル政府化による行政サービスの変化
100. パラダイムシフトに伴う事業モデルの変更

• 保険会社に影響を与えるリスクシナリオを生成

AIで作成。

• 人は、保険会社のリスクプロファイルや事業戦略

にあったシナリオを選択すればよい。

• ハルシネーション対策は不要な応用例。



AIで業務効率化とイノベーション
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まとめ

• First Kind (the deterministic model–guided life actuary)
• Second Kind (the stochastic model–oriented non-life actuary)
• Third Kind, an actuary who uses his/her technical skills not only on the liability side of the insurance 

company’s balance sheet but also on the asset side.
• Fourth Kind (the enterprise risk management–oriented actuary)
• Actuary of the Fifth (final!) Kind as a data driven and model guided, critical and socially responsible 

financial decision maker in an ever changing world governed by uncertainty.

負債

資産

資本

非財務
のリスク

First & second kind Fourth kind

負債

資産

資本

非財務
のリスク

収益

Fifth kind

Third kind


